
口
絵
4
大
日
如
来
像
を
写
し
た
ガ
ラ
ス
乾
板
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
と
紙
焼
付
写
真
（
個
人
蔵
）
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は
じ
め
に

古
写
真
細
見
と
題
す
る
小
稿
は
、
お
お
よ
そ
戦
前
に
仏
像
を
被
写
体
と
し
て

撮
影
さ
れ
た
写
真
に
注
目
し
、
像
容
を
は
じ
め
周
囲
に
写
り
込
む
建
物
や
人
物
、

ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
れ
ば
ガ
ラ
ス
面
に
時
折
み
ら
れ
る
書
き
込
み
、
紙
焼
付
写
真

で
あ
れ
ば
裏
面
や
台
紙
に
残
さ
れ
た
書
き
込
み
な
ど
か
ら
、
そ
の
仏
像
に
ま
つ

わ
る
情
報
を
可
能
な
か
ぎ
り
引
き
出
し
て
、
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
の
一
側
面
を
復

元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
考
察
の
対
象
は
写
真
資
料
で
あ
る
か
ら
、
被
写
体
で
あ
る
仏
像
の

造
形
的
特
色
や
彫
刻
史
的
位
置
を
論
じ
る
こ
と
に
は
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
い
ま
失
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
所
在
不
明
の
仏
像
に
つ
い

て
、
古
写
真
を
通
じ
て
そ
の
存
在
を
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
意
味

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

一

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
三
枚
の
写
真
﹇
口
絵
4
・
図
1
〜
3
﹈
は
、
同
一
の
菩

薩
形
像
の
頭
部
を
正
面
・
左
側
面
・
背
面
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
、
原
板
は
奈

良
国
立
博
物
館
が
蔵
す
る
五
×
七
イ
ン
チ
（
一
二
六
×
一
七
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
の
、

い
わ
ゆ
る
大
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
の
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
る
（
1
）。
新
納
忠
之
介
（
一
八

六
九
〜
一
九
五
四
）
を
中
心
と
す
る
日
本
美
術
院
が
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九

九
）
か
ら
戦
前
に
か
け
て
お
こ
な
っ
た
文
化
財
修
理
の
記
録
で
あ
る
「
日
本
美

術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
」（
以
下
、
新
納
資
料
）
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
の
調

べ
が
及
ん
だ
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
こ
の
像
の
現
所
在
地
は
明
ら
か
で
な
い
。
新

納
資
料
に
は
全
身
を
写
し
た
写
真
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
三
枚
の
写
真
か
ら

は
立
像
な
の
か
坐
像
な
の
か
を
確
か
め
ら
れ
な
い
。

（
？
カ
）

頭
部
背
面
の
写
真
の
ガ
ラ
ス
面
（
裏
面
の
右
上
方
）
に
は
「
大
日
頭
部
□
」
と

読
め
る
書
き
込
み
が
あ
る
た
め
、
尊
種
は
大
日
如
来
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

正
面
写
真
の
ガ
ラ
ス
面
（
裏
面
の
左
上
方
）
に
は
「
□P.702

」
と
読
め
る
書
き
込

み
が
あ
り
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
の
類
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

明
ら
か
で
な
い
。
左
側
面
の
写
真
に
書
き
込
み
は
な
い
。
三
枚
の
写
真
に
は
、

像
は
も
と
よ
り
周
囲
に
写
り
込
む
建
物
に
も
、
撮
影
時
の
所
在
地
や
所
有
者
が

類
推
で
き
る
よ
う
な
手
が
か
り
は
な
い
。
当
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
い
ま

「
不
明
」
の
フ
ォ
ル
ダ
に
格
納
さ
れ
て
い
る
。

顔
だ
ち
や
頭
髪
の
形
式
は
、
鎌
倉
時
代
の
慶
派
仏
師
の
作
品
を
連
想
さ
せ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
髻
頂
の
髪
束
を
大
き
く
華
や
か
に
あ
ら
わ
す
形
式
は
、
快
慶

の
作
品
に
類
例
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
作
者
名
を
欠
く
も
の
の
快
慶
無
位
時
代

の
特
色
を
顕
著
に
し
め
す
ア
メ
リ
カ
の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
菩
薩
像
と
は
、
髻
の

―
研
究
ノ
ー
ト
―

古
写
真
細
見
―
所
在
不
明
大
日
如
来
像
―

山

口

隆

介
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概
形
を
は
じ
め
、
上
部
元
結
紐
の
上
方
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
五
弁
花
形
の
髪
束
や

元
結
飾
り
の
デ
ザ
イ
ン
、
髻
の
左
右
に
各
一
条
の
髪
束
を
垂
ら
す
表
現
、
髻
の

基
部
を
交
差
す
る
髪
束
で
括
る
表
現
な
ど
細
部
ま
で
一
致
し
、
両
像
の
一
致
は

背
面
に
お
け
る
髪
束
先
端
の
巻
き
方
に
ま
で
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
快
慶
系
統
の
作

家
に
よ
る
十
三
世
紀
中
ご
ろ
の
作
と
推
定
さ
れ
る
奈
良
・
林
小
路
町
自
治
会
弥

勒
菩
薩
像
の
髻
も
、
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。
目
尻
を
つ
り
上
げ
た
精
悍
な
表
情
も

鎌
倉
時
代
風
だ
が
、
目
鼻
だ
ち
は
快
慶
の
作
品
と
は
や
や
趣
が
異
な
り
、
左
側

面
の
写
真
に
よ
り
確
認
で
き
る
耳
の
形
状
に
つ
い
て
も
、
快
慶
と
は
別
の
個
性

を
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

図1 ガラス乾板（「日本美術院彫刻等修理記録」の
うち） 奈良国立博物館

図3 同上

図2 同右
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二

個
人
蔵
紙
焼
付
写
真

か
ね
て
鎌
倉
時
代
の
慶
派
風
を
し
め
す
菩
薩
形
像
の
一
例
と
し
て
注
視
し
て

き
た
が
、
近
時
こ
の
像
の
全
身
正
面
を
写
し
た
紙
焼
付
写
真
（
個
人
蔵
）﹇
図

4
﹈
の
存
在
を
知
っ
た
（
2
）。
一
見
す
る
と
新
納
資
料
の
写
真
と
は
表
情
が
異
な
る

よ
う
に
も
み
え
る
が
、
そ
う
し
た
印
象
は
撮
影
時
の
カ
メ
ラ
位
置
や
光
の
当
た

り
方
な
ど
の
条
件
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
で
、
髻
の
概
形
や
細
部
形
式

を
は
じ
め
、
宝
冠
を
の
せ
る
た
め
に
上
向
き
の
弧
を
連
ね
る
よ
う
に
彫
出
し
た

天
冠
台
、
左
眉
上
方
の
地
髪
部
に
菊
座
形
の
飾
り
（
金
属
製
か
）
が
二
個
残
る
点
、

左
耳
朶
の
一
部
が
朽
損
す
る
点
、
胸
飾
の
意
匠
に
い
た
る
ま
で
一
致
し
て
お
り
、

同
一
作
品
の
写
真
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

全
身
正
面
の
写
真
が
見
出
さ
れ
た
た
め
、
胸
前
で
智
拳
印
を
結
び
、
右
足
を

外
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
金
剛
界
の
大
日
如
来
像
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

写
真
で
み
る
か
ぎ
り
、
左
肘
と
右
前
膊
半
ば
に
矧
目
が
あ
り
、
右
前
膊
半
ば
以

下
は
第
一
・
二
指
の
配
置
が
不
自
然
で
、
表
面
の
状
態
も
ほ
か
の
肉
身
部
と
は

異
な
る
よ
う
に
み
え
る
た
め
後
補
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
腕
の
付
け

根
（
左
腕
は
条
帛
部
）
の
上
下
二
か
所
に
小
孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、
新
納
資
料
の

頭
部
左
側
面
の
写
真
で
耳
の
上
に
も
複
数
の
小
孔
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
は
冠
繒
を
取
り
つ
け
て
い
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
新
納
資
料
の
三
枚

は
背
後
に
建
物
の
柱
や
障
子
が
写
り
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
全
身
正
面
の
写

真
は
背
景
紙
等
を
用
い
て
撮
影
し
た
、
あ
る
い
は
原
板
に
マ
ス
キ
ン
グ
を
ほ
ど

こ
す
な
ど
し
て
周
辺
の
写
り
込
み
を
消
去
し
た
か
と
み
ら
れ
る
写
真
で
あ
る
こ

と
も
注
意
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
写
真
の
裏
面
﹇
図
5
﹈
に
は
「
身
𠀋
三
尺
位
／
惣
タ
ン
モ
ン
／
面
部
／

（
袿
カ
）

（
箔
カ
）

金
泥
／
衣
□
金
□
」
と
読
め
る
墨
書
が
あ
る
。
書
き
込
み
の
内
容
に
信
を
置

図4 紙焼付写真 個人蔵図5 同 裏面
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け
ば
、
像
の
大
き
さ
（
坐
高
を
指
す
か
）
は
三
尺
く
ら
い
で
、
面
部
（
お
そ
ら
く
肉

（
袿
カ
）

身
の
こ
と
だ
ろ
う
）
に
は
金
泥
を
塗
り
、「
衣
□
」
が
着
衣
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
条
帛
・
裙
・
腰
布
は
漆
箔
仕
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
惣
タ
ン

モ
ン
」
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
が
、「
タ
ン
モ
ン
」
は
断
文
の
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
写
真
を
子
細
に
観
察
す
る
と
、
と
く
に
着
衣
に
細
か
な
亀
裂
が
生

じ
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
漆
層
の
浮
き
上
が
り
が
確
認
で
き
る
。

全
身
正
面
写
真
の
所
蔵
者
の
も
と
に
は
、
こ
の
大
日
如
来
像
を
写
し
た
紙
焼

付
写
真
が
も
う
一
枚
﹇
口
絵
4
・
図
6
﹈
存
し
て
い
る
（
3
）。
そ
れ
は
、
新
納
資
料

に
ふ
く
ま
れ
る
三
枚
の
写
真
の
う
ち
正
面
分
と
同
内
容
の
も
の
で
、
裏
面
﹇
図

7
﹈
に
「
鎌
倉
時
代
大
日
如
来
／
此
の
写
真
ハ
／
美
術
院
／
新
納
氏
ガ
／
参
考

ニ
取
れ
し
所
」
と
読
め
る
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
納
忠
之
介
が
撮
影
し
た

写
真
、
す
な
わ
ち
当
館
所
蔵
の
ガ
ラ
ス
乾
板
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
判

明
す
る
。

こ
の
写
真
は
現
状
、
四
辺
が
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ガ
ラ
ス
乾
板

に
写
る
像
と
同
寸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
板
を
印
画
紙
に
密
着
さ
せ
て
原
寸
大

に
焼
き
つ
け
た
、
い
わ
ゆ
る
ベ
タ
焼
き
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
新
納
資
料
に

お
い
て
、
ガ
ラ
ス
乾
板
と
そ
れ
を
用
い
て
作
成
さ
れ
た
紙
焼
き
が
と
も
に
確
認

で
き
る
事
例
は
比
較
的
め
ず
ら
し
く
、
後
述
の
と
お
り
新
納
の
撮
影
し
た
写
真

が
修
理
記
録
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
に
活
用
さ
れ
て
い
た
実
態
が
う

か
が
わ
れ
る
点
も
興
味
を
ひ
く
。

裏
面
の
中
央
辺
り
に
捺
さ
れ
た
「
不
空
庵
文
庫
」
の
朱
印
は
、
は
じ
め
「
愚

仏
庵
」
と
称
し
、
そ
の
の
ち
昭
和
初
期
ご
ろ
か
ら
「
不
空
庵
」
と
名
乗
っ
た
松

田
福
一
郎
（
一
八
七
五
〜
一
九
七
一
）
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
こ
の
朱
印
が
捺
さ
れ

た
写
真
に
写
る
仏
像
は
、
松
田
が
所
有
し
た
、
も
し
く
は
一
時
期
手
元
に
置
い

て
い
た
な
ど
の
関
わ
り
を
有
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
つ
よ
い
と
い
う
（
4
）。
当

図6 紙焼付写真 個人蔵図7 同 裏面
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代
屈
指
の
仏
教
美
術
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
た
存
在
だ
っ
た
松
田
の
も
と
に
は
、

し
ば
し
ば
売
り
込
み
が
あ
っ
た
と
い
い
、
大
日
如
来
像
を
写
し
た
二
枚
の
写
真

も
売
り
込
み
に
際
し
て
売
主
よ
り
提
示
さ
れ
た
参
考
資
料
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
全
身
正
面
の
写
真
の
裏
面
に
、
像
の
大
き
さ
や
表
面
の
仕
上
げ
お
よ
び

状
態
と
い
っ
た
基
礎
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
大
日
如
来
像
が

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
所
蔵
者
の
も
と
を
離
れ
て
売
買
の
対
象
と
な
り
、
松
田
の

も
と
に
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い

ま
の
と
こ
ろ
松
田
が
入
手
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
し
め
す
資
料
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

三

仏
師
康
俊
の
作
か

あ
ら
た
め
て
全
身
正
面
の
写
真
を
な
が
め
れ
ば
、
快
慶
の
作
風
と
異
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
、
頰
の
長
い
顔
だ
ち
や
、
い
く
ぶ
ん
陰
り
の
あ
る
表
情
は
、「
南

都
大
仏
師
」
あ
る
い
は
「
南
都
興
福
寺
大
仏
師
」
を
名
乗
り
、
鎌
倉
時
代
末
期

の
奈
良
を
中
心
に
事
績
を
残
し
た
康
俊
の
作
風
に
近
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
な

か
で
も
、
正
中
三
年
（
一
三
二
六
）
康
俊
作
の
佐
賀
・
龍
田
寺
普
賢
延
命
菩
薩
像

﹇
図
8
・
9
﹈
と
は
、
表
情
や
耳
の
形
状
が
酷
似
し
、
基
本
帯
に
唐
草
を
絡
ま

せ
る
胸
飾
の
意
匠
も
共
通
す
る
。
条
帛
正
面
の
上
下
縁
の
折
り
た
た
み
方
や
、

厚
み
の
あ
る
脚
部
と
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
衣
文
の
構
成
に
つ
い
て
も
、
文
保
二
年

（
一
三
一
八
）
康
俊
作
の
大
分
・
金
剛
宝
戒
寺
大
日
如
来
像
や
、
同
人
の
作
に
比

定
さ
れ
る
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
の
奈
良
・
西
大
寺
弥
勒
菩
薩
像
（
5
）と
似
通
っ
て

お
り
、
随
所
に
康
俊
作
例
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
髻
の
形
に
み
る
快
慶
系
統
の
作
品
と
の
一
致
に
関
し
て
は
、
快
慶
作

品
を
直
接
参
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
山
本
勉
氏
が
建
長
五
年

図8 普賢延命菩薩像 頭部正面 佐賀・龍田寺図9 同 頭部左側面
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（
一
二
五
三
）
快
円
作
の
興
福
寺
本
坊
持
仏
堂
弥
勒
菩
薩
像
に
つ
い
て
論
じ
た

な
か
で
、「（
快
円
は
）
快
成
と
同
様
に
、
善
派
を
代
表
と
す
る
こ
の
期
の
奈
良

仏
師
に
糾
合
さ
れ
た
快
慶
派
仏
師
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
が
参
考
に
な
る
（
6
）。
す
な
わ
ち
、
も
と
は
快
慶
派
仏
師
が
用
い
て
い
た
髻
の
形

が
、
快
慶
派
の
糾
合
に
よ
り
善
派
に
継
承
さ
れ
、
善
円
の
系
譜
を
引
く
と
み
ら

れ
る
康
俊
が
用
い
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
流
れ
を
ひ
と
ま
ず
想
定
し
て
お
き
た

い
。

む
す
び

古
写
真
に
よ
っ
て
の
み
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
の
大
日
如
来
像
は
、
写
真
を

検
討
す
る
か
ぎ
り
、
康
俊
の
作
風
に
か
な
り
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
奈
良
を

拠
点
に
活
動
し
た
康
俊
の
作
品
は
、
多
く
が
西
大
寺
末
寺
の
た
め
の
造
像
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
西
大
寺
叡
尊
の
門
流
が
関
係
し
た
、
あ
る
い
は
そ
う
と

推
測
さ
れ
る
康
俊
の
作
品
は
、
現
在
の
佐
賀
県
や
大
分
県
に
も
残
る
が
、
い
ま

寺
外
に
伝
わ
る
作
品
、
す
な
わ
ち
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
の
静
岡
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
聖
徳
太
子
像
（
二
歳
像
）
や
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

僧
形
像
が
奈
良
伝
来
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
（
7
）、
こ
の
大
日
如
来
も
奈

良
に
ゆ
か
り
の
像
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
を
機
に

現
所
在
地
が
判
明
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
康
俊
と
の
関
わ
り
が
想

定
さ
れ
る
大
日
如
来
像
の
一
例
と
し
て
、
記
憶
に
と
ど
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

注（
1
）
当
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れG005963

（
正
面
）、G006364

（
背
面
）、

G006365

（
左
側
面
）
の
原
板
番
号
が
付
さ
れ
る
。

（
2
）
縦
一
四
六
、
横
九
二
（
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。

（
3
）
縦
一
四
八
、
横
九
三
（
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。

（
4
）
松
田
光
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
5
）
奥
健
夫
『
奈
良
の
鎌
倉
時
代
彫
刻
』〈
日
本
の
美
術
五
三
六
〉
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇

一
一
年
一
月
。「
木
造
弥
勒
菩
薩
坐
像

西
大
寺
」『
月
刊
文
化
財
』
六
九
九
、
二

〇
二
一
年
十
二
月
。

（
6
）
山
本
勉
「
興
福
寺
本
坊
持
仏
堂
弥
勒
菩
薩
立
像
（
伝
聖
観
音
菩
薩
像
）
に
つ
い

て
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
五
三
、
一
九
九
八
年
四
月
。

（
7
）
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
像
は
、
小
泉
策
太
郎
（
三
申

一
八
七
二
〜
一
九
三
七
）
の
『
柯

蔭
精
舎
真
鑑
』（
大
塚
巧
芸
社
、
一
九
二
六
年
十
一
月
。
増
補
版
は
一
九
三
五
年
五

月
）
に
「
東
大
寺
伝
来
」
と
あ
り
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
像
は
奈
良
の
古
美
術
商
玉

井
久
次
郎
の
『
天
宝
留
真
』（
一
九
二
九
年
四
月
）
に
掲
載
さ
れ
る
。
な
お
、
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
に
朝
吹
英
二
（
一
八
四
九
〜
一
九
一
八
）
の
主
催
で
開
催
さ

れ
た
展
覧
会
に
、
益
田
孝
（
鈍
翁

一
八
四
八
〜
一
九
三
八
）
所
蔵
の
「
八
幡
大

菩
薩
木
像

一
軀
」
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、
解
説
文
に
は
「
古
木
像
な
り
、
出
家

の
形
相
を
為
せ
る
も
の
、
東
大
寺
鎮
守
の
快
慶
作
八
幡
大
菩
薩
な
ど
と
比
較
し
て

研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
り
」
と
あ
る
（
『
史
学
会
大
会
協
賛
展
覧
会
目
録
』
一
九

一
五
年
四
月
）。
こ
れ
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
像
に
あ
た
る
と
す
れ
ば
、
玉
井
以
前
は

鈍
翁
が
蔵
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

口
絵
4
は
西
川
夏
永
氏
撮
影
、
図
1
〜
3
は
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
画
像
デ
ー
タ
を

使
用
し
た
。
図
8
・
9
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
山
口
県
立

美
術
館
と
佐
賀
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
運
慶
流
」
に
際
し
て
萩
原
哉
氏
が

撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
龍
田
寺
か
ら
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、JSPS

科
研
費JP22K

13012

「
古
写
真
・
絵
は
が
き
・
売
立
目
録
を
も
ち
い

た
仏
像
彫
刻
の
研
究
―
奈
良
地
方
の
作
品
を
中
心
に
―
」（
研
究
代
表
者
山
口
隆
介
）
お

よ
びJSPS
科
研
費JP19H

01367

「
明
治
時
代
の
文
化
財
保
護
法
制
と
帝
国
博
物
館
の

成
立
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
宮
崎
幹
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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﹇
謝
辞
﹈

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
写
真
掲
載
の
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
龍
田
寺
住
職
釋
良
淳
師

に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
書
き
込
み
の
解
読
に
際
し
て
西
岡

美
貴
氏
の
ご
教
示
を
賜
り
、
画
像
調
整
で
西
川
夏
永
氏
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
し
る

し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
や
ま
ぐ
ち

り
ゅ
う
す
け
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
主
任
研
究
員
）
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奈
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研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
五
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